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２大ﾓﾃﾞﾙによるﾏﾙﾁﾄﾘﾚﾝﾏ艦戒研究 
A Study of Global Model Architecture Information System 

遊工学研究所*1
 沢 恒雄*2

 
Yuukougaku Institute Sawa Tsuneo. 

  ﾏﾙﾁﾄﾘﾚﾝﾏの弊害で人類の存亡が問われている。これまで艦戒（いましめ）策として「工業化率」と「人口増加率」の

提言をしてきた。その精神は,「生物･人類温存ﾓﾃﾞﾙ」と「文化・言語温存ﾓﾃﾞﾙ」に基づいている。具体的には,日本の

良質文化の知財化と,ＧＭＡＩＳ（Global Model Architecture Information System）により世界ｼｽﾃﾑﾓﾃﾞﾙを創る。安

寧な社会実現のため日本がＣＯＥとなるためのﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｼｰを実践する。 

１． 背景 

２０世紀は,戦争の世紀であった。２１世紀は,人類滅
亡の世紀になる可能性が高い。ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会において
「ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」と「中世の強欲な資源･言語･文化帝
国主義」の２大国の覇権主義的施策では,破局へ加速
する傾向であろう。「７０年間の無戦争,核兵器・銃火
器・麻薬・強欲望を抑止してきた先人と現代日本人の
良質な社会倫理観を世界ｼｽﾃﾑの核にすべき時期に
来ている。」 

三つの要件を同時に満たす解がないｼｽﾃﾑをﾄﾘﾚﾝﾏ
と定義する。すなわち,二つの要素を満たすと,残る１つ
の要件を満たすことが出来ない現象である。世界ｼｽﾃ
ﾑ論的に,環境・社会・経済では人類にとり最大のﾄﾘﾚﾝ
ﾏが存在し,大ﾄﾘﾚﾝﾏと定義する。さらに,これらに従属し
た政治ﾄﾘﾚﾝﾏ,経済ﾄﾘﾚﾝﾏ,金融ﾄﾘﾚﾝﾏが存在する。 

工業社会・知識社会の２１世紀では,この大ﾄﾘﾚﾝﾏの
症状は肥大化し,｢種｣としての存亡にかかわる状態にあ
る。糸川英夫博士は,22 世紀に 100 億の人類を賄う地
球資源が極端に不足し,人類は滅亡すると予測した。  
｢種」の寿命が尽きる原因は,予測不能だが,「気象の

大変動」「暴発的核戦争」「ウイルス・細菌に対処不能
な事態」「悪性化学物質の蔓延」等は,あり得ることだ。 

２． 目的 

人類が２２世紀を安寧に迎えるために,人類滅亡の
危機となる状況を回避させうる施策を世界ｼｽﾃﾑとして
非覇権主義的に定着させる提唱をしてきた。 

３． 意義 

「個≒人間・生物」「種≒国・人種・文化・言語」の連
鎖が破断され,一挙に「個」と「種」が消滅する確率を低
減させる知的な戦略・戦術・戦闘を,文化･経済大国とし
て唯一の候補国である日本が実践すべきである。 

２０世紀を通じて２度もｾﾞﾛﾍﾞｰｽに陥っても蘇生して
文化・経済・倫理大国を保持している国としての責務で
あり,義務でもある。具体的には,良質な先人と現世の日
本の文化を核にした知財資源と知的資産を提供し,ＣＯ
Ｅとしてその役割を果たすべきである。信頼される大国
になるためにオリンピックまでにやるべきである。 

 「多神仏な宗教」「足るを知る文化」「精緻な匠社会や
「万世一系の心柱保有国」などは,肥大した巨大な欲望 

を平準化すると政策になりうると確信する。 

ちなみに,ｼﾞｮｰｼﾞｿﾛｽやｲｽﾗﾑ国の信条は,同根であり,

世界は自分のためにある徒で礼節は見当たらない。 

４．計画 

①「生物・人類温存ﾓﾃﾞﾙ」
工業化は,必ず環境破壊を伴う。工業化のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは,

ｱｾｽﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝのｻｲｸﾙを経て復元され
ているが,この間で生物の植物連鎖の破壊や復元時間な
どはあまり議論されていない。必然的に環境は,悪化する。
現実の保持は,工業化率の低減となる。 

②「文化・言語温存ﾓﾃﾞﾙ」
約６０００種あるといわれている言語は,言語帝国主義的

な施策により半減期は近いと予測されている。人口増加
率の抑制で現状維持を保持することが,２つ目のﾏﾙﾁﾄﾘﾚ
ﾝﾏ艦戒（（いましめ）≒緩解）である。 

艦戒策とし,具体的方法を次に示す。 

①GＭＰＩＡ：思考支援・集団意思決定支援・合意形成支
援に加えて,知識獲得支援ｼｽﾃﾑの概念の強化をはかりﾌﾟ
ﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑを開発し,遊工学研究所の HPで公開する。 

②専門日本語ｼｽﾃﾑにおける経営領域の経営日本語教
育ｼｽﾃﾑを 2013年に開発した。専門日本語教育ｼｽﾃﾑの
例として日本語･日本文化教育ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾙを構築する。 

③①の概念で②の発展系として包括的介護支援ｼｽﾃﾑ
の概念ﾓﾃﾞﾙを構築する。 

当研究では,情報ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽを構築する,基盤
整備の情報ｼｽﾃﾑ概念である下記の３つを前提とする。 

① GMAIS 【 Global  Model  Architecture Information

System】は,ﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽを構築するためのｼｽﾃﾑ概念で,思
考支援,集団意思決定支援や合意形成支援の主機能で
ある。 

②PIACS(Practical Intelligence Acquisition & Control

 System)は,知識獲得機能の概念である。 

③GMPIA(GMAIS with PIACS)とは,PIACS を内包した
GMAIS ｼｽﾃﾑ概念である。 

５．期限内での実現計画 

①上記の①から③まで遊工学研究所の HP に公開し,学
会発表をする。 

②２大ﾓﾃﾞﾙの側面での世界ｼｽﾃﾑの概念を総括する。そ
の前提は,国際日本学,国際開発論,国際経済学,哲学的
な側面等が存在する。それらとの対応関係を研究する。 

添付資料 第 1図表から第 3図表 

参考文献 第 2図表の下部に示した。 
*1・*2 連絡先：沢恒雄，遊工学研究所，川崎市麻生区百合丘

1-１７-6-502，090-3457-2687，ｙre00736@nifty.ne.jp 

The 29th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2015

1D3-NFC-00-2



- 2 - 

第１図表 2 大ﾓﾃﾞﾙによるマルチ・トレリンマ艦戒研究 構想と概念 

日本･日本文化･日本語教育による知財戦略,世界ｼｽﾃﾑの国際日本学的側面からﾓﾃﾞﾙ化 

A.人類の永遠的な 

課題 

環境･社会･経済のﾏﾙﾁﾄﾘﾚﾝﾏ艦戒戦略 

21 世紀には,人類は不在([人類生存の法則：糸川英夫（1995）])⇒ 

 【人口を x とすると,2000 年時点で dx/dt=∞ 非線形問題で解なし=滅亡を意味する】 

 【∞の低減化法⇒人口増加率･経済成長率の低減化:沢恒雄(2007】 

 グローバリズムとナショナリズムの相克：中世に逆戻りの現実を露呈 

先行研

究, 

研究項

目 

B.課題を緩解する 

必須の２大ﾓﾃﾞﾙと 

IT 基盤 

M① 「生物・人類温存ﾓﾃﾞﾙ」, 

M② 「文化・言語温存ﾓﾃﾞﾙ」 

⇒「工業化率」と「人口増加率」の低減による艦戒をし,課題の緩解により安寧空間を得る

Ｂ① GMAIS：(Global Model Architecture Information System) 

Ｂ② PIACS：(Practical Intelligence Acquisition & Control System) 

Ｂ③ GMAPIA：(GMA Concept with PIACS Function) 

1993 年 

提唱済

み 

C.2 大ﾓﾃﾞﾙの理論

的背景 

① ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ(非線形化)対応の政策･外交

  （戦争,宗教と経済の形態が変容して民主主義と自由主義経済が爛熟した混沌期） 

② 世界的なＣＯＥの実現と２大ﾓﾃﾞﾙ実現･発信による課題の低減化

③ COE 連動の Public Diplomacy で日本の先人の遺産である良質な知財を発信

④ 経営日本語教育システム（GMAPIA）の知的資源資材管理法,

  世界システム（国際日本･国際開発･国際経済）や 2 大ﾓﾃﾞﾙの側面から研究 

  【2 領域の基本概念をﾓﾃﾞﾙ化＋政策化＋COE（Center of Excellens）化】 

①②③：

研究中 

①④：研

究ﾃｰﾏ 

D.緩解策の方法論 

① 日本･日本文化･日本語による知財戦略構想をまとめ,それを世界へ発信

② ＧＭＡＩＳ＋ＰＩＡＣＳの統合化ｼｽﾃﾑ

③ 統合化辞書体系：知財戦略の基盤;ｼﾅﾘｵ,ﾓﾃﾞﾙ,ｹｰｽ,ﾅﾘｯｼﾞとﾃﾞｰﾀなどの情報ﾊﾞﾝｸが

知財戦略の基盤

④ 実践知獲得＆知財管理ｼｽﾃﾑ＝GMAPIA(経営日本語教育ｼｽﾃﾑ)提唱済

①：研究

ﾃｰﾏ 

②③④；

提唱済 

E.具体的な 

実践法と 

概念を総括 

①成熟化した社会･経済･文化の先進大国の責務

②日本の情報発信【日本･日本文化･日本語】で異文化理解と容認から安寧空間

③先人と現在の日本の知的資源･資産の知財化･政策化⇒ICT による COE 機能で啓蒙

身の丈：匠（もの創り）＋武士道＋穏健な欲望･価値観･民意＋足るを知る適正な義務教育 

①②③ 

：研究中

で見直 

研究ﾃｰﾏ設定上の考慮点 

X.研究範囲の広大

性を考慮 

＊工学(安全)･ＭＢＡ(思考･GDSS･合意形成支援)･環境経営(地球環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)･ 

 日本語教育(専門日本語教育ｼｽﾃﾑ GMAPIA)の研究成果の統合化研究 

＊日本の良質な伝統･文化･文明･政策･施策など知的資源･資産による２大ﾓﾃﾞﾙﾙの概念化再検討 

国際日本･国際経済･開発ﾓﾃﾞﾙと経営日本語教育ｼｽﾃﾑの拡充と GMAIS にﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾓﾘｰ機能を 

 導入して思考力支援機能の拡張 

＊20 世紀の事実に基づく歴史解釈を発信,満州帝国の存在の事実を直視して再解釈と定着が必要 

Y.複雑性と多様･多

重性への対応 

＊日本の特質は異文化の折衷力･統合化力で,その特質の利活用が可能な統合化辞書体系整備 

＊複雑性問題の研究法の相互補完（質的＋量的）効果による実践知獲得法の概念(PIACS)を強化 

Z.「種と個」存続の 

原理･原則を再認

識 

＊国･組織･個人,文化･文明の共有概念 

＊核廃絶,銃火器廃絶,飢餓,麻薬の唯一の根絶実現の国であること提言･政策の資格国⇒ 

20 世紀型覇権国家に先行した積極的な 2 大課題の対策と諸悪根絶の政策推進の啓蒙と実践活動 

匠と精緻のモノ創り国家：ﾘｻｲｸﾙ･感覚･知覚･認知ロボット立国をﾍﾞｰｽにした知財戦略･国家戦略 
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第２図表 研究計画書 

日本･日本文化･日本語による知財戦略、世界システムの国際日本学的側面からモデル化 

  領域 

時期 

Ⅰ.知財戦略の基盤整備 Ⅱ.日本･日本文化･日本語の知財ﾓﾃﾞﾙ Ⅲ.２大ﾓﾃﾞﾙ的側面の世界ｼｽﾃﾑ 

知財戦略の基盤となる知的

財産と収集･編集･管理･発信 

①ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｼｰ

COE 化方法論研究

②ﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾓﾘｰの概念を

GMAIS 概念に適用して

思考力増強法を研究

専門日本語教育 

経営日本語教育ｼｽﾃﾑ 

①経営日本語教育ｼｽﾃﾑ拡張

教材･ｺｰｽ開発と実践･評価

②経験知獲得機能の拡充

伝承のﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ,

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝなどの活用

国際日本,国際経済,開発経

済･･ﾓﾃﾞﾙの概念 

世界ｼｽﾃﾑの規範たる参照ﾓﾃﾞﾙ 

①日本･日本文化･日本語

②ﾄﾘﾚﾝﾏ緩解の方略

③①のﾓﾃﾞﾙ化よる知財の COE

化 

先行研究 

思考･GDSS･合意形成支援ｼｽﾃ

ﾑの GMAIS(Global Model 

Architecture Information 

System),特許申請,修士論

文,学会発表,著書 

実践知獲得ｼｽﾃﾑ;PIACS(Practical 

Intelligence Acquisition & 

Control System),修士論文と学会発

表 

参考文献から学問的な概要,構

造や課題を把握した 

初期 

１年目 

GMAIS の思考支援環境にﾜｰｷ

ﾝｸﾞﾒﾓﾘｰ,ﾌｧｼﾘﾃｰﾀやｵｰﾄﾎﾟｲｴｰ

ｼｽの概念･機能･手法を組み

込む実用化を研究 

GMAPIA の見直し 

ﾓﾃﾞﾙ対象の領域検討 

ﾓﾃﾞﾙ化に向けて辞書開発や教材の記

述法を確立する 

http:www.yuukougaku.jp に公開 

領域の概念的整理 

ｼﾅﾘｵ･ﾓﾃﾞﾙ対象の確定 

国際日本研究とﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｨ

ﾌﾟﾛﾏｼｰの適用方法研究 

核心期 

２,３年目 

代表的なｻﾝﾌﾟﾙで機能の確認

をする 

暗黙知の形式知化,即ち実践

知の獲得を確認する知財と

足りうるかの評価をする 

教授法を検討して実践し，その結果

を評価する 

ﾓﾃﾞﾙとしてﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽに組込み,使用と

運用の拡大を謀る 

範囲選択の妥当性の確認をし

て, 

ﾓﾃﾞﾙ対象から外れた領域の今

後の扱いや課題を見極める 

総括期 

４,５年目 

世界ｼｽﾃﾑ論として全体的な整合性を確認してﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｼｰとして展開する。 

ＡＩ技法や理論を随所で利活用して研究する。 

新規制,独創性,実現性,経済性の視点から最終評価をする 

参考文献 

沢恒雄(1992,,)思考支援ｼｽﾃ

ﾑに関する研究,青山学院大

学大学院･修士論文及び

MBA/環境経営/日本語教育に

関わる修士論文 

沢恒雄(1997)知識時代の経

営情報ｼｽﾃﾑ論,白桃書房 

沢恒雄(1997)知識時代経営

情報管理論,白桃書房 

沢恒雄(1989～)GMAIS 関す

る著作･論文など 

日本 IBM(ｿﾌﾄｳｴｱ商品の GMB)

及び日本 IBM の BSP 手法な

ど 

山口裕之(2009)認知哲学,新

潮社 

沢恒雄(2013)規範ﾓﾃﾞﾙとしての経営

日本語教育ｺｰｽの開発と実践,桜美林

大学大学院･修士論文 

岡谷英夫(2015),小学校国語教科書

に見るオノマトペと日本語教育,人

工知能学会(新学習指導要領に基づ

く全出版社の小学校国語教科書の調

査結果を参照) 

猪木武則･小松和彦･白幡洋一郎･

瀧井一博 

(2012)新･日本学誕生,角川学芸

出版 

池内了(2014)科学のこれまで･科

学のこれから,岩波書店ｼﾞｪﾄﾛ･ｱ

ｼﾞｱ経済研究所 

朽木昭文等(2004)ﾃｷｽﾄﾌﾞｯｸ開発

経済学,有斐閣ﾌﾞｯｸｽ 

渡辺利夫(2001)国際開発学入門,

光文社 

平川均(1998)NISE 世界ｼｽﾃﾑと開

発,同文舘 
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第３図表 日本･日本文化･日本語と国際日本学の領域との関連 

区分 

専   門 人文学 人文科学 社会科学 自然科学 
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史 
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地

理
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社

会

学 

経

済

学 

政

治

学 

人

類

学 

科

学

技

術

史 

情

報

学 

一

単

位

と

し

て

の

日

本

文

化 

時

系

列

的

な

研

究 

1 

能動 

研究 

現代 
明治以降の現代文

化のﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ 
〇 〇 〇 

伝統 
歴史時代の長短期

の文化変動 
〇 〇 〇 

基層 
歴史時代以前の変

動 

超

時

系

列

的

な

研

究 

2 

構造 

研究 

自然 環境,人 〇 〇 〇 〇 〇 

人間 心理,行動 〇 〇 〇 〇 

社会 政治,経済,技術 〇 〇 〇 〇 

世

界

の

中

の

日

本

文

化 

3 

文化比

較研究 

生活 衣食住 〇 〇 〇 〇 

制度 組織,国家,体制 〇 〇 〇 〇 

思想 宗教,芸術 〇 〇 〇 〇 

時

系

列

的

な

研

究 

4 

文化関

係研究 

旧交圏Ⅰ 古代以降 

旧交圏Ⅱ 大航海時代以降 〇 〇 〇 

新交圏 近代以降 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

時系列

的・ 

超時系

列的 

な研究 

5 

文化情

報研究 

外国にお

ける日本

研究Ⅰ 
欧米 

外国にお

ける日本

研究Ⅱ 
非欧米諸国 

日本にお

ける日本

研究 
日本 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

経営日本語教育,思考力強化,実践知獲得の項目に着目して,上記の分布を示した。 

「新・日本学誕生；国際日本文化センターの２５年」2012,猪木武徳,門川学芸出版（P.144と P.147）を参考に編集・総括した。 
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